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「反射材」の効果的な着用例 

                                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

夕方・夜間は、明るく分かりやすい服装、さらに反射材を着用すると、ドライバーからの

視認性が飛躍的に伸びます。 

車のライトがついていても、ドライバーから歩行者が見えているとは限りません。道路横

断時の安全確認の徹底に加えて、反射材を靴のかかと、衣服、カバン、杖等に付け、自分の

存在をドライバーにアピールしましょう。 

 

見えない  

危険から 

見える 安全に！ 
 

ドライバーから見て、「反射材を着用している歩行者」は、「着用していない歩行者」より

も２倍以上手前で発見できるといわれています。 

 

 

 

 

 

  腰より下方の位置へ                      

                                   動きのある個所へ 
 車のライトがよく当たる 

ように                        ドライバーの注意を 

引くように

 

側面へ                             

道路を横断する際に 

よく目立つように 
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目立とう存在

自分を守る反射材で！  
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